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1847 324（a） 293 36（b） 0 3（c） 656
1852 33◎（a） 324 0 0 0 654
1857 264（a） 377 0 0 13 654
1859 297 357 0 0 0 654
1865 288 370 0 0 0 658
1868 271 387 0 0 0 658
1874 350 242 60（d） 0 0 652
1880 237 352 63（d） 0 0 652
1885 249 319 86 0 16（f） 670
1886 393（316＋77）（9） 192 85 0 0 670
1892 313（268÷45）（9） 272 81（e） 0 4 670
1895 狙（340＋71）（9） 177 82（e） 0（h） 0 670
1900 402（334＋68）（9） 183 82 2 1 670
1906 156（131＋25）（9） 399 83 29 3 670
1910．1 272（240÷32）（9） 274 82 40 2 670






1847 212（65．4） 137（46．8） 18（50．0） 0 367（55．9）
1852 160（48．5） 95（29．3） 255（39，0）
1857 148（56．1） 176（46。7） 4（30．8） 328（50．2）
1859・ 195（65．7） 184（51．5） 379（58．0）
1865 143（49．7） 160（43．2） 303（46．0）
1868 91（33．6） 121（31．3） 212（32．2）
1874 125（35．7） 52（21．5） 三〇（16．7） 187（28．7）
1880 58（24．5） 41（11．6） 10（15．9） 109（16．7）
1885 10（4．◎） 14（4．4） 19（22．1） 0 43（6．4）
1886 118（30．0） 40（20．8） 66（77。6） 224（33．4）
1892 40（12．8） 13（4．8） 9（11．1） 1（25） 63（9．4）
1895 132（32．1） 11（6．2） 46（56．1） 189（28．2）
1900 163（40．5） 22（王2．0） 58（70．7） 0 0 243（36．3）
1906 13（8．3） 27（6。8） 74（89．2＞ 0 0 114（圭7。0）
1910．1 19（7．0） 1（0．4） 55（67．1） 0 0 75α1．25）
































































































































































































































































































































































































































































































イソグラソド 54．0 56．9 2．9
ウ　ェ　ールズ 43．6 35．◎ 一 8．6
スコットラソド 48．5 50．4 1．9















































































































































































































































1853 55．3　　1　　　642　　；　　　8．6 1880 81．5　　：　　1101　　；　　　7．4
1　　　　　　　； l　　　　　　　l
1860 70．0　　：　　　702　　1　　10．0 1890 88，5　　：　　1120　　：　　　7．9
1　　　　　　　； l　　　　　　　l
1865 67．1　　1　　　846　　；　　　7．9 1895 100．9　　1　　1459　　1　　　6．9
1　　　　　　； l　　　　　　l
1870 6？．ユ　　　1　　　　953　　　1　　　　？．0 1905 149．5　　1　　18三4　　：　　　8．2
l　　　　　　　l i　　　　　　l1875 73．0　　　1　　　1136　　　；　　　　6．4 1913 202．2　　1　　2322　　1　　　8．7
l　　　　　　　l ；　　　　　　1
　　　　　　　　顔典：R．B．Mitchel｝，　Abstract　o∫British　H’istσrical　Statistics∫Public
　　　　　　　　　　　Finance（Cambridge，1988）
（17）John　Grigg，　Ltoyd　George．　o♪．薦，　p．208．いわゆるライムハウス・スピーチの1節。
（18）19世紀末の魯由党は、圧力団体の「セクショナリズム」の攻勢の前に分解していったとするハマーのペシ
　　ミスティックな解釈も、ダソガフィールドの観点を継承したものということがでぎよう。D。A．Xamer，
　　　lk’beral　Politics　in　the　Age　of　Gtadstorze姻Rosebery　（Ox墾oyd，1972）．なお後述を参照o
（19）Bernard　Sernme圭，　IMperialismσ層Social　Reform’English　Social－／mperiai　Thought　l895－1914
　　（London，1960）．
（20）K．O．Morgan，　bOok　review　of　L‘mazshireα綴New　Liberalism，　HistorrN，1972．
（21）Martin　Pugh，　The　Mafeing　of　MOdern　Brt’tish　Politics，　oP．ci彦．，P．136．
（22）本稿は、19世紀末から20世紀初頭｝こかけてのイギリスの自由主義と社会主義の政治的、思想的交錯を研究
　　する基礎的作業として、研究の動向を整理しようとする試みの一部である。近年イギリスでは、選挙分析
　　を通じて政党と「草の根」の社会階穰との騨係を解析しようとする研究が豊かな蓄積を見せつつあるが、
　　これについては改めて論じることにしたい。なお念のため付言すると、自由主義ないしリベラリズムとい
　　う警葉は、ここでは自由主義の思想体系のことではなく、自由党を核とする自由主義の政治運動全体を指
　　す。政治思想の範騨の批判と継承の分析は、ここでの研究とは次元を異にしている。
（23）ここでCon．はいわゆる保守党（統一党）、　Lib．は自虫党、　L　N．はアイルラソド隅罠党等、　Lab．は労働
　　党を示す。だが燧々の議員の政党帰属は必ずしも明瞭でなく、敷派の捉え方によっても大きな桐違が生じ
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諭集第5号（ig91年）
る。本蓑はクレイグの算出を基礎にしているが、例えばChris　Cook，　Britislz　Historical　Facts
1830－1900（London，1984）pp139－－142は、各選挙とも全く違った数字を与えているので、若干の注釈を
舶えておく必要があろう。まず1847年一1857年の保守党（a）1こは後自由党に合流するビーライトを含む。
ピーライトの数については、算出の基礎がかなり違うが、Robert　Blake，　The　Consenatime　Pony　from
Peel　to　ThatCher（fifth　editlon，　London，1979）p．46，p．96が1847年に89，1852年に45議庸、1857年に
は26議席と推計している。（b）1847年のL翼．欄には、アイルラソドのIrish　Repealerを提出している。
また（c）1847年の「その他」は、チャ～チスト1を含んでいる。以後もチャーチストは妾選こそしない
が、1852年に4名、1857年に2名、1859年に1名の立候補者を出している。また1874年、1880年の1．N．
欄（d）はアイルラソドのHome　Rulerを掲繊しており、1885年からはいわゆるアイルラソド国民党を
掲Nしている。1892年のLN．（e）には分裂したパーネル派9名を含んでいる。1895年のLN．も12入の
バーネル派を食んでいる。
　1885年の「その他」の当選者（f）は、窃由党政癒を支持するIndependent　Liberalである。また
1886年、1892年、1895年、1900年、1906年、1910年1月、1910年三2局の保守党（g）には自由統一党が含
まれており（　）の中に各々保守党÷自由統一党の数が示されている。アイルラソド自治に反対した惣
由統一党は、1895年に保守党酋閣に参画し、察契上両者は統合される。だが1912年に爾者が完全に合体す
るまでは自由統一党は製に党組織を維持していた。U蓬onistという呼称自体は、既に麹86年から使われ
ていたが、1886年、1892年については、本来は両党は別に扱うのが妥当である。ここでは大きな流れを示
すためにクレイグに従っている。なお本文では1885年以後保守党と自由統一党を併せて呼ぶ揚合に統一党
の名称を駕いている。　（h）1895年には当選しなかったが独立労働党から候補考1名がでている。
　選挙制度についてここで論じる余裕はないが、1832年一1868年には、4人区が1、3人区が7、2入区
が240、1人区が153、1868－85年には4人区が1、3人区が12、2人区が211、1人区が196、1885－1918
年にUt　2人区が27、1人区が616あった。複数選出の選挙匿では、有権者は複数票を投じるため、得票数
はこれを1人1票に換算する必要がある。（しかし本文で指摘するように、無投票当選がかなりの数あっ
たため、党派溺得票数はかならずしも政党の勢力を裏翼するとは限らない）また三918年までのイギリスの
選挙資格は、幾つものカテゴリーに分かれており、複数票を投じるplura玉votingが無視できない大きさ
をもっていた。この時期の選挙制度については別稿で洋細に論じる事になるが、H．∫．Hanham，　The
Refcrrmed　Electorat　SNstem　in　Great　Britain　1832－一　1914　（London，1968）またMarti無　Pugh，　The
Mafeing　o∫British　MOdem　Politics　1867－1939（Lond◎n，1982），Chap．1．を参照。
　選挙統計としては、F．W．S．Craig，　British　Electoral　Facts　l832－1980（4th　ed。　Par玉iamentary
Research　Service，　London，1981）が、全国的な選挙結果を要約しているが、選挙区毎の詳細な結果に
ついては、F．W．S．Craig，　British　Parliamentary　Electierz　ReSttlts　ig　Ptee。簡単なレファレソスとしては、
Chiris　Cook＆Brendan　Keith，　B？itislt　Histon’αal　Facts　1830－1餓）op．cit．，David　Butler＆Gareth
Butler，　British　Political　Facts　1900－19850P．cit．，がある。また選挙統計を地図に纏めたものとして
Michael　Kinnear，　The　8鰺’∫腕Voter’Aレz　Atlas　and　Stmey　since　1885（London，1981）が有用である。
二、
（1）H．H．Asquith，　F解y　Years　of　Parliament（Oxford，1926），vol．Lpp。2－3．
（2）Robert　R｝10des　James，　Rose∂ery　：AB∫ogγαク妙oアArcitibald　phlip，　Fifth　Eari　oアRosebery
　　　（London，1963），　P。420
（3）Roy　Jer｝kins，　Asquith（Lond◎n，1964），　p。108．　p．110，122，　p．144．
（4）？aul　Stansky，〆1mbitio）rs　and　Stγategies’The　Struggle　fer　the　Liberal　Leadership　in　the　i890s
　　　（Oxford，　1973）
（5）D．A．Hamer，　Liberal　Poiitics　in　the沌9e　of　Gladstone　utul　Roseberッ（Oxfbrd，工972），　Tlie　PoUtics　oプ
　　　Eiectoral　PreSSttre’AStndY　in　the　History　O∫yictg；「ian　Reform　A8itatiαns，　oP．cit。，ノb厩MorleY
　　　（Oxford，1968），ただしハマーの研究は、1905年以援の自由党も「セクショナリズム」への自衷党の麗服
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　　という観点で捉えており、新自由主義の形成については触れていない。
（6）コスが詣摘するよう1こ、抗争の当事考は深い政治蘭亀裂を覆い隠すために、むしろパーソナリティの対立
　　を強調したのかもしれない。Stephen　Koss，”Mor｝ey　in　the　Middle”8，zg’勧Histericai　Rev；’ew，
　　　lxxxxii　（1967）　p．554．
（7）H．C．G．Matthew，　Tke　Liberal　IMψerialiSt5：The　Ideαs　andヵo媚cs　of　a　1）ost－Giadstonian　Elite，
　　　oP．｛ゴ♂．ンpp。74－75．
（8）　faid．，pp．69－72，　pp．83．　p．87．
（9）　乃ゼ．，PP．111－121．
（10）　fOid．，pp．135－139，　pp．142－149．
（11）　fOid．，pp．224－227，　pp．230－231，　p．240，　p．246　p．253，　pp．267－269．
（12）Stephen　Koss，　As¢tith，　oP．ct’t．，p．37，　p．42，　pp．46－49，　p．63，cf．　JohR　Wilson，　CB；ALife　o∫　Sir
　　　　ffgyc「ソ　thmPbell71i　Ztme「man　（London，　1973）．
（13）G．R．Searle，　Tlze　Quest　fer　Natiomal　Effieie，tcY（Oxford，1971），pp．110－112。
（14）　乃f4．，　pp139－141，　p．205，　p．236．
（15）P．D．Jacobson，”Rosebery　and　Liberal　lmperialism，1899－19e3”TJie加灘J　o∫B痂納Stndies，
　　xiii（1973）cf．H．　W．　McCready，”Sir　Alfred　Mllner：The　Liberal　Party，　and　the　B◎er　War”
denad｛醗ノb獅tal　ef　Histery，　ll（1967）．
（16）Beatyice　Webb，απPo惣酪1ゆ（London，1975），　p．232。
（17）拙稿「飼家的効率と自由主義への反逆」　（大販外圏語大学『英米研究』16号、1989年）
（18）A．M．Mcb嶽ar，　Fablan　Socialism⑳㎡EnglisんPolitics（Cambridge，1962）．
（19）　】IJ．Hebsbawm，　Fabiani5〃nαwUt　Fabians　（unpublished　thesis，　Cambridge　1950）
（20）N＆JMacKenzle，η1彦窺醜Fabians（London，1979）p．291，　p．300．ウオルフも、ウエッブのr栓会
　　主義」が1880年代にはきわめて「縫戚霊義的」となったことを認めている。W．　Wolfe，　From
　　　Radicalism　to　Socizlism（Yale，王975）p。281．
（21）LRadice，　B6α醒c6　and　SidneY　Webb（Lon（ion，1984），　p．142．
（22）　Stephen　Koss，　Nonconformitツin　Modern　British　Politics　（London，　1975），　PP．32－34，　PP．38－39．
　　Stephen　Koss，”Wesleyanism　and　Empire”TJte超5’o沈α！fogtnval，　xViii，i（1975）．
（23）D．W．Beddington，　The　Nonteonfcrnzist　CansCience’Civabel　and　Politics　1870－1914（Lendon，2982），
　　P。125．
（24）　Henry　Pelling，　Sociat　Geography　o∫BniiSh　Eiectioπs　1885－1910　（London，　1967）　P．370．　PopUlar
　　Poiitics　urtd　Sed°ety加Late　Vict（rrian　Britain（1968）p．93，“Wa玉es　and　the　Boer　War”VYIelsh　HisturN
Review，4．
（25）K．O．Morgan，　Wales加BTiiiSh　Politics，1868－1922（Cardiff，　lst　edn．，1963，3rd　edn．，1980）“Wales
　　and　the　Boer　War－a　Reply”，　Welsh　History　Rem’ew，4．　Wales　1880－1980／Rebirtit　of　a　Nation
　　　（Oxferd，1981），なお、ケァ・バーディ～の反戦的立場については、　K．0．　Morgan，　Keir　Hardie　；
　　　Radicat　Uttcl　Sociαlist（London，1975）pp．105－118を参照Q
（26）　S．Koss，　‘‘Wesleyauism　and　EmPtre”．，o♪．cf∫りPほ18
（27）　K．0．Morgan，骸ales　in　tW“tish　Politics，　oP，cit．，pp．184－187。
（28）Mattew，　Liberal　Imψerialists，　oP．cit．，pp．43－44，　p．48，　pp．51－52，　p。li9．
（29）T．B◎yle，“The　Liberal　lmperialists　l892－1906”，＆dietin　of　the乃鴎伽’θof、Nistomlcal　Reserch，52，
　　　1979．議席数は、褒1と少し相違している。注（23）を見よ。
（1990．5．14　受理）
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